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予
算
特
集　

財
政
安
定
化
対
策
も

　
　
　
　
着
実
に
推
進

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

持
続
的
な
成
長
へ



2022.4　広報はしま 2

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
市

政
運
営
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る

「
市
民
と
創
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

持
続
的
な
成
長　
全
世
代
共
生
の

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
配
慮

し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」
の
「
新

た
な
日
常
」
の
構
築
・
実
現
や
財

政
の「
安
定
化
対
策
」を
踏
ま
え
、

第
六
次
総
合
計
画
等
に
沿
っ
た
施

策
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
S
D
G
s
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）や
S
o
c
i
e
t

y
５
・
０
等
の
推
進
も
意
識
し

ま
し
た
。

　
注
目
事
業
と
し
て
は
、
学
校
情

報
配
信
ア
プ
リ
の
導
入
や
、
国
民

健
康
保
険
税
率
（
額
）
据
え
置
き

措
置
に
よ
る
負
担
抑
制
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
２
２
５
億
円
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
15
億
円
（
６
・
３
％
）

減
少
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
１
３
９
億
８
３

０
９
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
11
億
２
９
６
０
万
円
（
８
・

８
％
）
の
増
、
企
業
会
計
は
１
２

０
億
４
８
７
３
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
４
９
２
９
万
円
（
０
・

４
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
総
額
は
４
８
５
億
３
１
８

３
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４
億
１

９
６
９
万
円
（
０
・
９
％
）
減
少

し
ま
し
た
。

　
市
税
や
地
方
交
付
税
等
の
増
加

を
見
込
む
一
方
、
新
庁
舎
建
設
事

業
の
終
了
に
よ
り
、
市
債
や
基
金

繰
入
金
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
義
務
的
経
費
で
は
、
扶
助
費
が

１
億
１
０
１
３
万
円
、
人
件
費
が

１
８
３
９
万
円
、
公
債
費
が
２
億

３
３
７
１
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

義
務
的
経
費
全
体
で
は
、
３
億
６

２
２
４
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
投
資
的
経
費
で
は
、
普
通
建
設

事
業
費
が
25
億
７
２
５
４
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
新
庁
舎

建
設
事
業
や
福
寿
小
学
校
の
校
舎

増
築
事
業
の
完
了
に
よ
る
も
の
で

す
。

2022.4　広報はしま3

市
民
と
創
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
持
続
的
な
成
長

一般会計　当初予算の推移

４
年
度
当
初
予
算

「
全
世
代
共
生
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

( 億円 )

 　

一
般
会
計
予
算

　

 

２
２
５
億
円

 　

歳
入

 　

歳
出

自 

主 

財 

源

市税 84 億 3073 万円
その他 26 億 5866 万円

繰入金 13 億 8335 万円
分担金・負担金 4 億 7093 万円
繰越金 3 億円
使用料及び手数料 2 億 7903 万円
諸収入 1 億 2317 万円
寄附金 7010 万円
財産収入 3205 万円

依 

存 

財 

源

国庫支出金 34 億 3922 万円
地方交付税 26 億 8403 万円
県支出金 19 億 9440 万円
市債 14 億 8060 万円
その他 18 億 1234 万円

地方消費税交付金 13 億 3000 万円
地方譲与税 2 億 5334 万円
地方特例交付金 6600 万円
法人事業税交付金 6000 万円
環境性能割交付金 3000 万円
配当割交付金 3400 万円
株式等譲渡所得割交付金 2200 万円
利子割交付金 900 万円
交通安全対策特別交付金 800 万円

衛生費
28億487万円
9.1％

土木費
21億5,453万円

7.0％

一般会計　歳入の内訳

225 億円
市税
37.5％

その他
11.8％その他

8.0％

県支出金
8.9％

地方交付税
11.9％

国庫支出金
15.3％

市債
6.6％

自主財源
49.3％

依存財源
50.7％

※表示単位未満を四捨五入しているため、
積み上げと合計が一致しない場合があります。

義務的経費
扶助費 62 億 880 万円
人件費 35 億 1831 万円
公債費 20 億 3383 万円

投資的経費 普通建設事業費 9 億 5208 万円

その他の経費

物件費 44 億 3056 万円
補助費等 21 億 6222 万円
繰出金 21 億 4546 万円
その他 10 億 4870 万円
　積立金 5 億 7441 万円
　投資及び出資金 2 億 6269 万円
　維持補修費 1 億 4658 万円
　貸付金 1500 万円
　予備費 5000 万円

一般会計　歳出の内訳

　当初予算についての詳細（予算総額や予算構成の経年比
較など）は、下の二次元コードでご確認ください。主な新規・
拡充事業は、次のページで紹介しています。
問い合わせ先　財務課（内線 2180）

当初予算の詳細　問い合わせ先

衛生費
28億487万円
9.1％

土木費
21億5,453万円

7.0％

※表示単位未満を四捨五入しているため、
積み上げと合計が一致しない場合があります。

225 億円

投資的経費投資的経費
4.2％4.2％

普通建設事業費普通建設事業費
4.2％4.2％

物件費物件費
19.7％19.7％

補助費等補助費等
9.6％9.6％

繰出金繰出金
9.5％9.5％

その他その他
4.8％4.8％

扶助費扶助費
27.6％27.6％

人件費人件費
15.6％15.6％

公債費公債費
9.0％9.0％

義務的経費義務的経費
52.2％52.2％

その他のその他の
経費経費
43.6％43.6％

会計区分 令和 4 年度 対前年比
一般会計 225 億円 △ 6.3％

特
別
会
計

国民健康保険 72 億 5350 万円 10.5％
介護保険 56 億 7462 万円 6.6％
羽島市・羽島郡二町介護認定審査会事業 2699 万円 △ 2.5％
インター北土地区画整理事業 3166 万円 △ 2.7％
駅北本郷土地区画整理事業 3652 万円 △ 0.1％
後期高齢者医療 9 億 5978 万円 10.5％

企
業
会
計

病院事業 70 億 3061 万円 △ 7.1％
水道事業 15 億 780 万円 8.5％
下水道事業 35 億 1032 万円 11.7％

合計（一般会計＋特別会計＋企業会計） 485 億 3183 万円 △ 0.9％
0
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令和 4 年度羽島市予算
485 億 3183 万円

令和 4 年度羽島市予算　会計の内訳

一般会計
225 億円

特別会計
139 億

8309 万円
企業会計
120 億

4873 万円 ( 億円 )

財政の安定化対策　着実に推進 予算発表　市長コメント
　新年度予算は、「小さくても光る子育て教育
のまち」を目指し、授業支援アプリの導入な
ど教育のデジタル化を一つの柱としています。
昨年度に完成した庁舎建設のような大型事業
はありませんが、豪雨時の水路監視施設整備
やコロナ禍での生活支援など、社会情勢を踏
まえて必要な事業を実施していきます。
　また、歳出削減にも努め、各種財政指標も
改善させるなど、財政安定化に向けた堅実な
予算編成としました。

　市では、将来世代へ負担を残さない財政運営を行うた
め、歳出削減や受益者負担の適正化、職員給料の削減な
ど財政の「安定化対策」を令和元年度から進めています。
　成果の指標となる財政調整基金（市の貯金）の残高は、
予測した推計値を毎年度上回っており、令和 4 年度は決
算剰余金等を含め20億円程度を確保できる見込みです。

財政調整基金 元年度 2 年度 3 年度
予測値 28.5 27.1 21.6
実績値 29.9 27.6 24.8

※令和 3 年度の実績値は見込み　　　　　　　単位：億円

0
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150

200

250

令和 4年度令和 3年度令和 2年度31 年度30 年度

211.5
236.2 234.5 240.0 225.0
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学
校
情
報
配
信
ア
プ
リ
を
導
入
し
、
学

校
と
家
庭
・
地
域
で
ス
ム
ー
ズ
に
情
報
を

共
有
し
ま
す
。

●
双
方
向
の
連
絡
が
可
能

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
欠
席
や
遅

刻
の
連
絡
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

庭
・
学
校
と
も
に
朝
の
電
話
対
応
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
グ
ル
ー
プ
機
能
を
活
用

　
学
級
や
学
年
を
単
位
と
す
る
保
護
者
に

加
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
や
部
活
動
等
、

学
校
外
の
活
動
で
も
、
グ
ル
ー
プ
機
能
に

よ
り
効
率
的
な
情
報
伝
達
が
で
き
ま
す
。

●
紙
媒
体
の
削
減
と
国
際
化
へ
の
対
応

　
お
知
ら
せ
文
書
、
学
年
だ
よ
り
等
を
デ

ジ
タ
ル
配
信
す
る
こ
と
で
、
印
刷
費
用
を

削
減
し
ま
す
。
ま
た
、
外
国
語
翻
訳
機
能

に
よ
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
性
が
高
ま

り
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
活
用
を
通
し
て

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を
実

現
し
ま
す
。

●
授
業
支
援
ア
プ
リ

　

学
校
と
家
庭
で
情
報
の
送
受
信
を
行

い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
ツ
ー
ル
と
し
て

授
業
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
ま
す
。
ま
た

児
童
生
徒
の
学
習
思
考
過
程
を
記
録
・
共

有
し
、
自
己
評
価
や
教
師
の
評
価
を
行
い

ま
す
。

●
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム

　
感
染
症
が
拡
大
し
た
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
行
う
と
と
も
に
、
校
内
・
校
外
の

交
流
や
外
部
講
師
に
よ
る
講
話
、
不
登
校

の
児
童
生
徒
の
学
習
支
援
に
会
議
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
ま
す
。

　
学
校
生
活
に
お
い
て
、
多
様
化
す
る
児

童
生
徒
に
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
各

学
校
に
羽
島
子
ど
も
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
を

配
置
し
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
学
習
や
生
活
に
か
か

わ
る
支
援
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
（
性
的
少
数
者
）

に
対
す
る
本
人
・
周
囲
へ
の
見
守
り
や
支

援
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
有
す
る
児
童

生
徒
や
外
国
人
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援
等

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
が
支
援
内
容
や
支

援
方
法
に
つ
い
て
学
び
、
実
践
に
つ
な
げ

る
研
修
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

３
回
目
追
加
接
種
を
希
望
す
る
人
で
、

２
回
目
接
種
か
ら
６
カ
月
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
早
め
に
追
加
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
左
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
、
４
月
中

旬
以
降
は
集
団
接
種
の
接
種
日
が
少
な
く

な
る
た
め
、
３
回
目
追
加
接
種
を
受
け
ら

れ
る
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
接
種
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
１
階
窓
口
で
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
全
員
に
接
種
券
を
郵
送
し
ま
し

た
が
、
接
種
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
本
人
と
保
護
者
で
よ
く
話
し
合
っ
て
、

あ
く
ま
で
も
ご
本
人
が
納
得
し
た
上
で
接

種
の
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
頻
発
し
て
い
る
異
常
気
象
（
ゲ
リ

ラ
豪
雨
、
線
状
降
水
帯
等
）
に
よ
る
水
害

を
最
小
限
に
抑
制
す
る
た
め
、
市
が
管
理

す
る
幹
線
水
路
の
水
量
を
監
視
す
る
情
報

通
信
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　

市
内
20
カ
所
の
用
水
路
に
水
位
セ
ン

サ
ー
や
静
止
画
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
豪
雨
時
に
現
場
に
近
づ
く
こ
と
な
く

水
位
等
の
状
況
が
把
握
で
き
ま
す
。
職
員

や
業
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
情
報
を

受
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
迅
速
に

災
害
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
来
館
を
控
え
て
い
る
利
用

者
や
、
日
中
の
来
館
が
難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
、
子
育
て
・
介
護
を
さ
れ
て
い

る
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
読
書

の
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
現
在
２
０
０

０
冊
で
運
用
し
て
い
る
電
子
書
籍
を
新
た

に
１
４
０
０
冊
拡
充
し
ま
す
。

　
ま
た
、
音
声
読
み
上
げ
対
応
の
電
子
書

籍
や
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
を
積
極
的
に
選

書
し
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境
を
整

え
ま
す
。

　
市
の
会
計
処
理
は
、
こ
れ
ま
で
伝
票
の

起
票
か
ら
支
払
い
ま
で
全
て
の
工
程
を
紙

媒
体
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
会

計
伝
票
の
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

支
払
い
ま
で
の
期
間
短
縮
、
印
刷
費
用
の

削
減
、
伝
票
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
が
見

込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
会
計
事
務
を
担
当

す
る
職
員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
の
税
負
担
を
抑
制
す
る
た
め
、
本

来
で
あ
れ
ば
１
世
帯
あ
た
り
で
対
前
年
度

10
％
以
上
の
増
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
っ

た
令
和
４
年
度
分
の
保
険
税
率（
額
）を
、

現
行
の
ま
ま
据
え
置
き
と
し
ま
す
。

　
財
源
は
、
保
険
給
付
費
に
充
て
る
県
へ

の
納
付
金
の
増
加
等
に
備
え
る
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整

基
金
を
活
用
し
ま
す
。

主
な
新
規
・
拡
充
事
業

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
注
力

　
今
年
度
に
行
う
事
業
の
中
か
ら
、
主
な
新
規
・
拡
充
事
業
と

し
て
７
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

学
校
情
報
配
信
ア
プ
リ
の
導
入

　
（
２
２
２
万
円
）

　

授
業
支
援
ア
プ
リ
・
オ
ン
ラ　

　

イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
（
６
８
８
万
円
）

　

羽
島
子
ど
も
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　

の
配
置

　
（
４
４
２
８
万
円
）

　

水
路
監
視
施
設
の
整
備

　
（
１
９
０
１
万
円
）

　

図
書
館
の
電
子
書
籍
拡
充

　
（
６
３
９
万
円
）

　

会
計
伝
票

　

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
（
２
４
７
万
円
）

　

国
民
健
康
保
険
税
率
（
額
）

　
据
え
置
き
措
置
に
よ
る
負
担
抑
制

　
（
１
億
６
４
７
５
万
円
）

コロナワクチン

３回目の追加接種
お早めに予約を

　接種予約はホームページから　

18
歳
以
上
で

３
回
目
追
加
接
種
を
希
望
す
る
人

２
回
目
接
種
後

羽
島
市
に
転
入
し
た
人

５
歳
以
上
11
歳
以
下
の

小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

4 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2

3
終日

4
午後

5
午後

6
午後

7
午後

8
午後

9
午後

10
終日

11
午後

12
午後

13
午後

14
午後

15
午後

16
午後

17
午後

18 19 20 21 22 23
午後

24 25 26 27 28 29 30

5 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
午後

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28
午後

29
午前

30 31

　問い合わせ先
　コールセンター☎ 0120（567）623　

3 回目追加接種　集団接種の実施日　
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旧
庁
舎
の
あ
り
方

（
答
申
の
概
要
）

　

旧
本
庁
舎
お
よ
び
教
育
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
施
設
と
し
て

使
用・保
存
せ
ず
解
体
す
る
こ
と
、

ま
た
、
中
庁
舎
お
よ
び
北
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
庁
舎
の
付

属
施
設
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

最
良
で
あ
る
と
結
論
付
け
ま
す
。

 

①
物
理
的
視
点
か
ら
の
検
討

　
一
般
公
共
建
築
物
に
求
め
ら
れ

る
必
要
最
小
限
の
耐
震
基
準
（
Ｉ

Ｓ
値
）
は
０
・
６
で
す
が
、
旧
本

庁
舎
の
Ｉ
Ｓ
値
の
最
低
値
は
０
・

２
４
５
、
望
楼
の
一
部
は
０
・
２

３
を
示
し
て
お
り
、
建
物
全
体
に

お
い
て
耐
震
性
能
が
著
し
く
低
い

で
す
。
外
壁
の
剥
離
や
崩
落
な
ど

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
も
著
し

く
、
現
状
で
の
継
続
的
な
利
用
は

不
適
当
と
考
え
ま
す
。

 

②
財
政
的
視
点
か
ら
の
検
討

市
財
政
へ
の
影
響

　
旧
本
庁
舎
を
今
後
も
利
用
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
場
合
、
建
物
の

外
観
を
損
な
わ
な
い
工
法
と
し
て

①
最
も
安
価
な
工
法
（
事
業
費
は

約
17
億
円
）
と
②
免
振
装
置
を
取

り
付
け
る
工
法
（
事
業
費
は
約
32

億
円
）
の
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
抽
出

し
、
財
政
的
影
響
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
工
法
で

も
、
工
事
開
始
数
年
で
財
政
調
整

基
金
（
市
の
貯
金
）
が
枯
渇
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
と
負
担
の

増
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

　
今
後
、
公
共
施
設
の
更
新
費
用

が
不
足
す
る
た
め
、
現
有
の
公
共

施
設
の
総
床
面
積
を
23
％
削
減
す

る
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

③
利
用
目
的
に
よ
る
検
討

耐
震
性
か
ら
の
検
証

　
令
和
３
年
11
月
に
、
旧
本
庁
舎

お
よ
び
教
育
セ
ン
タ
ー
は
用
途
廃

止
と
し
、
行
政
財
産
か
ら
普
通
財

産
に
移
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
有
効
利
用
の
検
討

　
旧
本
庁
舎
に
つ
い
て
、
外
部
団

体
か
ら
活
用
に
向
け
た
検
討
期
間

の
延
長
の
要
望
書
が
２
件
提
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
具
体
的
な
利
活
用
の

提
案
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
時

点
に
お
い
て
、
市
民
、
企
業
等
か

ら
の
財
政
支
援
や
利
用
意
向
に
関

す
る
提
案
も
あ
り
ま
せ
ん
。

文
化
財
の
検
討

　
文
化
財
の
指
定
は
、
利
活
用
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
文
化
財
指
定

を
受
け
る
に
は
、
最
短
で
も
７
年

程
度
の
年
数
を
要
す
る
も
の
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
文
化
財

指
定
を
受
け
る
に
は
そ
の
目
的
に

沿
っ
た
耐
震
補
強
経
費
お
よ
び
維

持
経
費
に
多
額
な
費
用
を
要
す
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　
利
活
用
が
明
ら
か
で
な
い
状
況

で
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
問
題
を

抱
え
て
い
る
建
物
を
長
期
間
放
置

す
る
こ
と
は
、
市
民
生
活
の
安
全

上
極
め
て
不
適
切
な
対
応
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

旧
庁
舎
の
解
体

　

旧
本
庁
舎
お
よ
び
教
育
セ
ン

タ
ー
を
解
体
す
る
に
当
た
り
、
財

政
負
担
を
軽
減
す
る
手
法
を
用
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
公
共
施

設
等
適
正
管
理
推
進
事
業
債
（
解

体
に
充
て
る
借
金
）」
は
、
令
和

８
年
度
ま
で
利
用
で
き
る
た
め
、

こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
一

つ
の
方
策
で
す
。

　

旧
本
庁
舎
を
解
体
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
郷
土
出
身
の
坂
倉
準

三
氏
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
最

新
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ
る
記
録

の
保
存
を
推
奨
し
ま
す
。

市役所旧庁舎のあり方

検討委員会の答申　旧庁舎は「解体が最良」　

市長コメント

問い合わせ先　庁舎移転・管理室（内線 2105）

　答申の内容を尊重し、今後の市の行財政運営へ
の影響、建築物としての利用価値、周辺への安全
性など、総合的な観点から改めて精査、検討させ
ていただき、市としての方針を早期に決定します。

　旧庁舎のあり方を総合的な観点から検討するた
め、市では令和 3 年 7 月に「旧庁舎あり方検討委
員会」を設置し、検討を重ねてきました。
　2 月 28 日、5 回目の委員会終了後に、審議結果
をまとめた答申書が松井市長に手渡されました。
　答申の概要は、下段のとおりです。

これまでの経過

生涯学習をまちづくりに活かす
　4 月に組織改編があり、生涯学習課とスポー
ツ推進課が教育委員会から市長部局へ移管、市
民協働部を新設しました。
　これまで生涯学習課やスポーツ推進課では個
人や団体の学び（文化活動・スポーツ等）を、
市民協働課では地域の活動を支援してきました。
　今後はそれぞれの支援に留まらず、学ぶ活動
を地域の中で活かし、地域コミュニティが活性
化するよう 3 課が一体となって後押しします。
　市民一人一人が地域づくりに活きる「学び」
に取り組むことは「身近なまちづくり」への取
り組みにもつながります。

身近なまちづくりへの取り組み例

・自治会活動に参加する
・地域イベントに参加する
・地域の課題解決に向けて行動する
・ボランティア活動に参加する
・男女共同参画の理解を深める
・多文化共生の理解を深める
・市講座やワークショップに参加する
・放課後子ども教室で子どもたちと活動する
・伝統文化を継承する
・健康づくりに努める
・部活動の地域移管に貢献する
・地域のスポーツ施設を利用する
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水 紋
氷すべりの『文化』

広報アドバイザー
（元中日新聞記者）

　　　　　西尾　敏正　

市民協働部の組織体制イメージ

　今まで市民協働課と生涯学習課・スポーツ推進課は連携
に留まっていましたが、市民協働部の設置により、一体化。
個人や団体の学びで終わらせるのではなく、地域コミュニ
ティの活性化につながるよう支援します。
　皆さんが持っている知識や培ってきた技術、経験を地域
へ広げ、地域コミュニティの活性化を目指しましょう。
問い合わせ先　市民協働課（内線 2314）、
　　　　　　　生涯学習課（内線 6132）、
　　　　　　　スポーツ推進課（内線 6136）

生涯学習課
・自己学習
・社会教育
・青少年育成
・文化振興
・文化財保護　など

市民協働課
・住民自治組織
・まちづくり
・男女共同参画
・国際交流　など

スポーツ推進課
　・スポーツ推進
　・健康づくり
　・スポーツ施設
　　維持管理　など

地域づくり型
生涯学習の実践

地域別スポーツ
イベントの開催

全世代共生
まちづくりの推進

市民協働部を新設

　

　
「
湧
き
上
が
る
力
に
奪
い
立
た
さ
れ
て

立
ち
上
が
れ
る
の
が
人
間
だ
と
思
う
。
誰

で
も
そ
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て

こ
と
を
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
…
」

　
北
京
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女
子

5
０
０
メ
ー
ト
ル
で
17
位
に
終
わ
っ
た
小

平
奈
緒
選
手
の
言
葉
を
新
聞
で
読
ん
だ
。

2
０
１
８
年
の
平
昌
五
輪
は
日
本
女
子
初

の
金
メ
ダ
ル
。
茅
野
市
の
出
身
。

　
か
つ
て
、
隣
の
諏
訪
市
で
勤
務
し
た
縁

で
応
援
し
た
。
自
分
は
恵
那
市
の
出
身
で

小
学
生
の
頃
、
冬
の
田
ん
ぼ
リ
ン
ク
で
ス

ケ
ー
ト
を
覚
え
、
大
学
の
体
育
は
ス
ケ
ー

ト
で
単
位
取
得
。
唯
一
、
身
近
な
ス
ポ
ー

ツ
だ
。
茅
野
市
の
小
学
校
に
は
「
校
庭
リ

ン
ク
」
が
登
場
し
豆
ス
ケ
ー
タ
ー
の
歓
声

が
響
く
。
小
平
選
手
は
３
歳
で
ス
ケ
ー
ト

を
始
め
た
と
い
う
。

　
茅
野
に
あ
る
国
際
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
〈
ス
ケ
ー
ト
文
化
〉
の
発
展
と
普
及
を

掲
げ
「
Ｎ
Ａ
Ｏ 

ｉ
ｃ
ｅ 

О
Ⅴ
Ａ
Ｌ
」
の

愛
称
が
つ
け
ら
れ
た
。
小
平
選
手
が
平
昌

で
、
ラ
イ
バ
ル
・
李
相
花
選
手
を
抱
き
寄

せ
た
あ
の
シ
ー
ン
や
、
冒
頭
の
深
い
言
葉

は
、氷
滑
が
紡
い
だ
文
化
の
証
だ
と
思
う
。



　
市
で
は
、
集
団
と
個
別
、
２
種
類
の
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
集
団
検
診
の
詳

細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。個
別
検
診
は
次
の
と
お
り
で
す
。

胃
が
ん
検
診

対
象
者　
50
歳
以
上
の
人

検
診
料　
２
０
０
０
円

検
査
方
法　
内
視
鏡
検
査

大
腸
が
ん
検
診

対
象
者　

40
歳
以
上
の
人

検
診
料　
5
０
０
円

検
査
方
法　
便
潜
血
検
査

子
宮
が
ん
検
診

対
象
者　
20
歳
以
上
の
女
性

※
平
成
13
年
4
月
２
日
～
14
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
対
象
者
は
、
５
月
下
旬
に
配
布

予
定
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
い
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

検
診
料　
頸
部
１
１
０
０
円
、
頸
部
体
部

１
７
０
０
円
※
体
部
は
必
要
な
場
合
の
み

検
査
方
法　
細
胞
診

成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

対
象
者　

過
去
に
同
ワ
ク
チ
ン
を
未
接
種

で
、
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

①
令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

１
０
０
歳
の
年
齢
の
人

②
接
種
日
時
点
で
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の

人
で
、
心
臓
や
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
に
重
い

病
気
の
あ
る
人

※
対
象
者
①
の
う
ち
、
未
接
種
の
人
に
は

案
内
文
書
と
予
診
票
を
送
付
済
み

接
種
料　
３
０
０
０
円

注
意
事
項

受
診
・
接
種
方
法　
受
診
・
接
種
日
時
を

左
表
の
実
施
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
の

上
、
保
険
証
等
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
が
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
す
る

受
診
・
接
種
期
限　
が
ん
検
診
は
令
和
５

年
2
月
28
日
㈫
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
令
和
５
年
3
月
31
日
㈮

そ
の
他　

胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
は
、

年
度
内
に
個
別
検
診
も
し
く
は
集
団
検
診

ど
ち
ら
か
１
回
の
み
受
診
可
能

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
５
）

対
象
者　
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43

歳
未
満
で
、
法
律
上
婚
姻
し
て
い
る
夫
婦

特
定
不
妊
治
療

対
象
治
療　
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精

（
第
三
者
か
ら
の
精
子・卵
子・胚
の
提
供
、

代
理
母
、
借
り
腹
は
対
象
外
）

※
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ
か
が
申
請
日
の

1
年
以
上
前
か
ら
引
き
続
き
市
内
で
住
民

登
録
し
て
お
り
、
県
の
指
定
医
療
機
関
で

治
療
を
受
け
て
い
る
人
に
限
る
。

助
成
額　
対
象
と
な
る
治
療
費
（
年
度
当

た
り
上
限
10
万
円
、
通
算
３
年
ま
で
）

申
請
期
間　
治
療
終
了
日
か
ら
３
カ
月
以

内
で
、
治
療
終
了
日
の
同
一
年
度
内

一
般
不
妊
治
療

対
象
治
療　
人
工
授
精

※
産
科
・
婦
人
科
・
産
婦
人
科
・
泌
尿
器

科
・
皮
膚
泌
尿
器
科
の
い
ず
れ
か
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
に
限
る
。

助
成
額　
対
象
と
な
る
治
療
費
の
２
分
の

１
（
年
度
当
た
り
上
限
5
万
円
、
連
続
２

年
ま
で
）

申
請
期
間　
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）
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受
け
よ
う　
が
ん
検
診
・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

所在地 医療機関名 電話番号 胃がん
検診

大腸がん
検診

子宮がん
検診

肺炎球菌
ワクチン

足近町 小田内科 392-1225 － 〇 － 〇
加地内科 392-6688 経口・経鼻 〇 － 〇

小熊町
さの内科クリニック 391-8802 － 〇 － 〇

丹菊整形外科 391-1411 － － － 〇
陣産婦人科 391-4188 － － 〇 〇

正木町

岩佐医院 392-8888 － 〇 － 〇
いわたクリニック 394-3017 － 〇 － 〇

田中整形外科 391-8555 － 〇 － 〇
不破医院 391-2238 経口 〇 － 〇

舟橋町
かわむら内科胃腸科 392-2281 経口・経鼻 〇 － 〇

ながき内科クリニック 393-0077 経口・経鼻 〇 － 〇
羽島整形外科・皮膚科 394-1511 － － － 〇

福寿町 あさこうクリニック 391-1133 経口・経鼻 〇 － 〇
浅野内科こどもクリニック 393-2811 － 〇 － 〇

竹鼻町

青山内科 392-3821 － 〇 － 〇
大島内科クリニック 391-0707 経口 〇 － 〇

河合胃腸科クリニック 392-5118 経口 〇 － 〇
長良川クリニック 392-2525 － 〇 － 〇
羽島皮膚科・内科 392-1226 経鼻 〇 － 〇
丸の内クリニック 393-0765 経口 〇 － 〇

村上診療所 216-7722 － 〇 － 〇
渡邉医院 392-2223 － 〇 － 〇

アイリスベルクリニック 393-1122 － － 〇 －
江吉良町 いのうえ整形外科 394-1355 － － － 〇
上中町 山田医院 392-2313 経鼻 〇 － 〇
下中町 小川医院 398-3211 経鼻 〇 － 〇
桑原町 黒田医院 398-8201 － 〇 － 〇

治療費の一部を
サポート

　特定・一般不妊治療の医
療保険が適用されない治療
費に対し、費用の一部を助
成します。

不妊治療

　　
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事
業

が
完
了
し
、
人
気
の
飲
食
店
が
集

ま
る
岐
阜
羽
島
駅
の
北
側
エ
リ
ア

（
福
寿
小
学
校
区
）
で
は
、
宅
地

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
人
口
が
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
児
童
数
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
教
室
数
を
増
や
す
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
市
で
は
同
校

の
敷
地
内
に
新
し
く
校
舎
を
建
築

し
て
い
ま
し
た
が
、
外
構
を
含
め

た
工
事
が
完
了
し
、
３
月
９
日
に

完
工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
校
舎
は
、
鉄
骨
造
２
階
建
て

で
５
室
を
有
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
設
備
に

加
え
、
多
目
的
ト
イ
レ
も
完
備
し

て
い
ま
す
。

　　
新
校
舎
は
、
４
月
か
ら
６
年
生

の
教
室
等
と
し
て
本
格
的
に
利
用

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
総
務
課

（
内
線
６
４
２
２
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
通
学
定
期

券
購
入
額
の
３
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
高
等
学
校

ま
た
は
高
等
学
校
と
同
等
の
課
程

に
就
学
す
る
生
徒
の
保
護
者

申
請
方
法　
定
期
券
購
入
後
に
申

請
書
を
提
出

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

人
な
ど
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
に
無
料
で
乗
車
で
き
る

乗
車
証
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者　
65
歳
以
上
の
市
内
在
住

者
で
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
た
人
ま
た
は
運
転
免
許
証
の
有

効
期
限
後
に
更
新
し
て
い
な
い
人

申
請
方
法　

返
納
後
ま
た
は
免
許

失
効
後
６
カ
月
以
内
に
、
更
新
切

れ
の
運
転
免
許
証
、
取
消
通
知
書

ま
た
は
運
転
経
歴
証
明
書
を
持
っ

て
申
請

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し

て
買
い
物
や
お
出
掛
け
を
す
る
団

体
に
、
片
道
分
の
回
数
券
（
人
数

分
・
年
度
内
１
回
ま
で
）
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
団
体　
お
お
む
ね
10
人
以
上

が
所
属
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
関
す
る
出
前
講
座
を
受
講
し
た

団
体

※
出
前
講
座
の
受
講
な
ど
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら
岐
阜

羽
島
駅
を
起
点
・
終
点
と
す
る
名

阪
近
鉄
バ
ス
羽
島
線
に
乗
り
継
い

だ
場
合
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車

内
に
あ
る
乗
継
券
を
１
０
０
円
の

金
券
と
し
て
名
阪
近
鉄
バ
ス
羽
島

線
の
運
賃
に
使
用
で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
生
活
安

全
課
（
内
線
２
１
５
３
）

 

高
校
生
通
学
定
期
券
購
入
補
助
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運
転
免
許
証
返
納
者
は

 

12
カ
月
乗
車
無
料
に

 

福
寿
小
学
校 

校
舎
を
増
設

 

買
い
物
等
で

 

バ
ス
を
利
用
す
る
団
体
へ

 

回
数
券
を
交
付

 

名
阪
近
鉄
バ
ス
へ
の

 

乗
り
継
ぎ
特
典

駅
周
辺
の
人
口
増
に
対
応

　

教
室
数
が
増
加

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
対
応

　

新
校
舎

　

４
月
か
ら
供
用
開
始

羽島市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）を策定
　市内全域から排出される二酸化炭素排出量の削減に向け、
市民、事業者および市が一体となって地球温暖化対策に取り
組む総合的な計画を策定しました。

問い合わせ先　生活環境課（内線 2122）

短期目標 2025 年度 2013 年度比で市内 CO2 を 32％削減
中期目標 2030 年度 2013 年度比で市内 CO2 を 46％削減
長期目標 2050 年度 二酸化炭素排出量実質ゼロ

　対象となる人には通知文を郵送していま
すが、新型コロナの影響で収入が減少し、
非課税相当の収入となった人には特例があ
ります。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ先　
　新型コロナ生活支援室
　（内線 2514）

非課税世帯に対する臨時特別給付金

通学定期券　購入を補助



国
民
健
康
保
険
税
の
仮
徴
収

　
今
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額
が
決
定

す
る
ま
で
の
仮
徴
収
と
し
て
、
４
月
・
６

月
・
８
月
の
老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
、
国

民
健
康
保
険
税
を
天
引
き
し
ま
す
。

対
象
者　

２
月
に
天
引
き
さ
れ
た
人
（
今

年
度
75
歳
に
な
る
人
を
除
く
）

徴
収
額　
毎
回
２
月
天
引
き
額
と
同
額

通
知
書　
４
月
上
旬
に
郵
送

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
国
民
健
康
保
険

税
係
（
内
線
２
２
３
９
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収

　
今
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

決
定
さ
れ
る
ま
で
の
仮
徴
収
と
し
て
、
４

月
・
６
月
・
８
月
の
老
齢
基
礎
年
金
等
か

ら
保
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。保
険
料（
年

額
）
は
7
月
に
決
定
さ
れ
、
仮
徴
収
で
納

付
し
た
金
額
と
の
差
額
が
10
月
以
降
に
天

引
き
さ
れ
ま
す
。

今
年
の
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

た
人　

２
月
と
同
額
を
仮
徴
収
し
ま
す
。

（
6
月
・
8
月
の
金
額
を
変
更
す
る
場
合
、

改
め
て
変
更
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。）

令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
10
月
２
日
ま
で

に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
新
た
に
加
入

し
た
人　
４
月
に
郵
送
す
る
仮
徴
収
額
決

定
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
仮
徴
収

し
ま
す
。

※
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
す
る

手
続
き
を
し
た
人
や
、
天
引
き
対
象
と
な

る
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
な
ど
は
、
年
金
天
引
き
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
男
性
は
、

公
的
な
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会

が
な
く
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
で
す
。
そ

こ
で
平
成
31
年
度
か
ら
昨
年
度
ま
で
風
し

ん
の
抗
体
検
査
・
定
期
予
防
接
種
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
ま
で
実

施
期
間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
同
期
間
に
生
ま
れ
た
男
性

の
う
ち
、
未
受
診
の
人
に
ク
ー
ポ
ン
券
を

送
付
し
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間

は
令
和
５
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
で
す
。

費
用　
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
と
も
に
無

料
※
予
防
接
種
は
、
検
査
の
結
果
抗
体
が

な
か
っ
た
人
の
み
対
象

受
診
方
法　

実
施
医
療
機
関
に
電
話
予
約

の
上
、
ク
ー
ポ
ン
券
、
本
人
確
認
書
類
を

持
っ
て
医
療
機
関
を
受
診
※
実
施
医
療
機

関
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積

極
的
勧
奨
を
再
開
し
ま
す
。対
象
者
に
は
、

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
有
効
性
と
リ
ス
ク
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
理

解
し
て
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、接
種
機
会
を
逃
し
た
人
の
う
ち
、

平
成
9
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年
4
月

1
日
生
ま
れ
の
女
性
は
、
令
和
7
年
3
月

末
ま
で
の
３
年
間
、
接
種
費
用
が
無
料
に

な
り
ま
す
。
対
象
者
に
は
予
診
票
を
発
送

予
定
で
す
。
早
め
に
接
種
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
小
学
6
年
生
か
ら
高
校
１
年
生

相
当
の
年
齢
の
女
性
※
小
学
６
年
生
に
は

予
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
接
種
希

望
の
場
合
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

費
用　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　
骨
髄
バ
ン
ク
を
通
し
て
骨
髄
を
提
供
し

た
人（
ド
ナ
ー
）や
、
ド
ナ
ー
を
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

ド
ナ
ー　
骨
髄
の
提
供
に
よ
る
通
院
・
入

院
１
日
に
つ
き
２
万
円
（
上
限
14
万
円
）

雇
用
事
業
者　
雇
用
す
る
ド
ナ
ー
の
骨
髄

等
の
提
供
に
よ
る
通
院
・
入
院
１
日
に
つ

き
１
万
円
（
上
限
７
万
円
）

申
請
方
法　

骨
髄
等
の
採
取
が
完
了
し
、

退
院
し
た
翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内
に
必
要

書
類
を
提
出

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
・
健
幸
課
（
内

線
５
３
０
２
）

　　
令
和
４
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）か
ら
、

保
険
料
率
が
次
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

健
康
保
険
料
率　

9
・
82
％
（
０
・
01
％

引
き
下
げ
）

介
護
保
険
料
率　

１
・
64
％
（
０
・
16
％

引
き
下
げ
）

問
い
合
わ
せ
先　
全
国
健
康
保
険
協
会
岐

阜
支
部
☎
（
2
５
５
）
5
１
５
５

　
市
税
の
納
付
に
お
困
り
の
人
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
人
は

休
日
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
市
税
を

納
め
ず
放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞

納
処
分
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

２
）

　
４
月
は
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は

５
月
２
日
㈪
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

年
金
天
引
き
に
よ
る
仮
徴
収

　
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通

知
書
を
、
４
月
１
日
頃
に
発
送
し
ま
す
。

年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。
口

座
振
替
で
納
税
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
共
同
で
所
有
し
て
い
る
物
件
は
、
共
有

者
が
連
帯
し
て
納
税
の
義
務
を
負
い
ま

す
。
納
税
通
知
書
は
共
有
代
表
者
へ
送
付

し
ま
す
。

　
ま
た
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
は
、
相
続
人
が
連
帯
し
て
納
税
義
務
を

負
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
納
税
通
知
書
は

相
続
人
代
表
者
へ
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
税
務
課
資
産
税
係
（
内

線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）

　
４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
前

年
度
か
ら
20
円
下
が
り
、
月
額
１
万
６
５

９
０
円
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第

１
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
自
営
業
者
や

無
職
の
人
、
学
生
な
ど
と
、
任
意
加
入
し

て
い
る
人
の
保
険
料
で
す
。

　
な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人

は
、
月
額
４
０
０
円
上
乗
せ
し
て
月
額
１

万
6
９
９
０
円
で
す
。

　
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
る
「
付
加
年
金
制
度
」
の

利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
基

金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

岐
阜
南
年
金
事
務
所

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）

　
４
月
は
異
動
の
多
い
時
期
で
す
。
就
職

し
て
会
社
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
退

職
し
た
と
き
、
転
出
や
転
入
し
た
と
き
な

ど
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
会
社
等
か
ら
新
た
な
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
ま
で
で
あ
っ
て
も
、
羽
島
市
国
民
健

康
保
険
証
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
会
社
の
保
険
に
加
入
し
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
後
も
国
民
健
康

保
険
証
を
提
示
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し

た
場
合
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し
た
医

療
費
を
後
日
返
金
等
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
14
日
以
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

資
格
を
得
る
場
合　
転
入
し
た
と
き
▽
退

職
に
よ
り
社
会
保
険
等
を
離
脱
し
た
と
き

▽
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
▽
社
会
保
険

等
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
▽
生
活
保
護

の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き

資
格
を
失
う
場
合　
転
出
し
た
と
き
▽
就

職
し
会
社
の
保
険
に
加
入
し
た
と
き
▽
死

亡
し
た
と
き
▽
社
会
保
険
等
の
扶
養
家
族

と
な
っ
た
と
き
▽
生
活
保
護
の
適
用
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き

そ
の
他
の
場
合　

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と

き
▽
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
▽
学

生
で
住
所
を
異
動
し
長
期
間
家
族
と
離
れ

て
生
活
す
る
と
き
▽
世
帯
分
離
や
合
併
し

た
と
き

届
け
出
に
必
要
な
も
の

資
格
を
得
る
場
合　
退
職
日
ま
た
は
社
会

保
険
等
の
喪
失
日
が
分
か
る
証
明
書
、
本

人
確
認
書
類
、
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る

も
の

資
格
を
失
う
場
合　

国
民
健
康
保
険
証
、

社
会
保
険
等
の
保
険
証
、本
人
確
認
書
類
、

個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課

医
療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
世
帯
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
（
世
帯
員
）
を
国
民
健
康
保
険
上
の

世
帯
主
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
変
更

を
希
望
す
る
人
は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
原
則
20
歳
以
上
で
、
学
生
で
な
い
人
②

所
得
の
申
告
を
し
て
い
る
人
③
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
を
受
け
て
い
な
い
人
④
世

帯
主
に
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人
⑤
世
帯
主
の
収
入
に
頼
る
こ
と
な

く
、
本
人
が
保
険
税
を
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
人
⑥
変
更
前
の
世
帯
主
の
同
意
が
あ

る
人

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
保
険
年
金
課
医

療
保
険
係
（
内
線
２
２
６
２
）

　
自
治
会
が
行
う
側
溝
（
水
路
）
掃
除
や

草
刈
り
、
路
肩
補
修
に
対
し
、
報
償
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
申
請
は
各
自
治
委
員

を
通
じ
て
行
い
、
自
治
会
ご
と
に
年
度
を

通
じ
て
１
回
ま
で
で
す
。
な
お
、
作
業
を

実
施
す
る
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　
土
木
監
理
課（
内

線
２
１
１
２
）

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
に
つ
い

て
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
等
の
希
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
関
係
書
類
を
添
え
て
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
５
月
31
日
㈫

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　
農
政
課
（
内
線

２
６
２
２
）

国
民
健
康
保
険
上
の
世
帯
主
を

変
更
で
き
ま
す

4
月
の

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
し
ら
せ

4 月 3 日 ( 日 )・24 日 ( 日 ) 午前 8 時 30 分～正午 ( 市民課・保険年金課・税務課・収納課 )今月の休日窓口業務
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固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書
を
発
送

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

期
間
を
延
長

国
民
健
康
保
険
の
資
格
異
動
が

あ
っ
た
ら
届
け
出
を

税
・
料
の
納
付

10

農
用
地
区
域
か
ら
除
外
等
申
し
出

国
民
年
金
保
険
料
が
決
定

自
治
会
の
側
溝
掃
除
等
に
報
償
金

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
助
成
金

休
日
窓
口
で
も
納
税
相
談

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

岐
阜
支
部
の
保
険
料
率



　
市
の
花
「
美
濃
菊
」
の
苗
を
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
開
始
日
＝
４
月
４
日
㈪　

●
配
布
数
＝
１
人
３
本
（
先
着
60

人
）　

●
配
布
日
＝
６
月
上
旬
～　

●
配
布
場
所
＝
市
役
所
旧
北
庁
舎　

●
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
内
線
２

６
２
４
）
へ

幼
児
向
け
英
語
遊
び

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
10
組　
●
日
時
＝
4
月

21
日
㈭
午
前
10
時
30
分
～
11
時
15

分　
●
場
所
＝
資
源
物
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド　

●
参
加
料
＝
会
員
無

料
、
非
会
員
５
０
０
円　
●
申
込

期
限
＝
4
月
18
日
㈪　

※
詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ

　
４
月
の
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
、
お

は
な
し
広
場
は
中
止
し
ま
す
。

◇
開
館
＝
午
前
10
時
～
午
後
6
時

（
４
月
６
日
㈬
ま
で
は
午
前
9
時

か
ら
開
館
）

◇
休
館
日
＝
４
月
４
日
㈪
・
11
日

㈪
・
18
日
㈪
・
25
日
㈪
、
５
月
２

日
㈪

は
し
ま
電
子
図
書
館

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
電
子
書
籍
の
貸
出
・
閲
覧
・

返
却
が
で
き
ま
す
。
現
在
、
２
０

０
０
冊
の
電
子
書
籍
を
導
入
し
て

お
り
、
今
後
も
拡
充
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ

企
画
展
「
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
応
援
映

画
ポ
ス
タ
ー
」
展

●
期
間
＝
４
月
２
日
～
６
月
19
日

映
画
の
集
い
「
男
は
つ
ら
い
よ
　

フ
ー
テ
ン
の
寅
」

●
日
時
＝
４
月
９
日
㈯
午
前
10
時

～
、
午
後
１
時
30
分
～

※
入
館
料
の
み
で
、
各
上
映
30
人

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

①
「
手
描
き
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
」

②
「
夏
の
畑
、
や
さ
い
語
録
」

福
寿
町　

さ
と
う
ち
ゅ
う
せ
い
さ

ん●
期
間
＝
①
４
月
１
日
～
28
日
、

②
４
月
29
日
～
５
月
29
日

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　
※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
４
月
４
日
㈪
・
11
日

㈪※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

所
蔵
品
展
「
色
彩
の
庭
」

●
期
間
＝
４
月
16
日
～
６
月
５
日

関
連
イ
ベ
ン
ト

①
水
墨
画
体
験
Ι
藤
の
花
を
描
こ

う
Ι

●
日
時
＝
４
月
30
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
15

人　
●
参
加
費
＝
５
０
０
円

②
た
の
し
い
絵
画
基
礎
講
座

●
日
時
＝
５
月
５
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　
●
定
員
＝
15

人　
●
参
加
費
＝
無
料

③
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

●
日
時
＝
４
月
16
日
㈯・27
日
㈬
、

５
月
11
日
㈬
・
22
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～
２
時
30
分　
●
定
員
＝
各

回
５
人　
●
参
加
費
＝
無
料
（
別

途
入
館
料
が
必
要
）

※
①
～
③
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
は
予
約
が
必
要

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
４
月
15
日
㈮
ま
で
休

館
し
、
以
降
４
月
中
は
毎
日
開
館

し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎（
３

９
３
）
０
９
５
１
へ

●
講
座
＝
介
護
職
員
初
任
者
研

修
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
講

座
、
医
療
事
務
・
調
剤
、
パ
ソ

コ
ン
講
座
、
日
商
簿
記
講
座
等　

●
日
時
＝
講
座
に
よ
り
異
な
る 　

●
定
員
＝
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
ま

た
は
母
90
人
程
度
（
定
員
に
満
た

な
い
場
合
は
、
中
止
と
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
）　

●
受
講
料
＝
無

料
（
教
材
費
等
は
自
己
負
担
）　

●
申
し
込
み
方
法
＝
４
月
５
日
～

20
日
に
子
育
て
・
健
幸
課
（
内
線

２
５
２
４
）
へ
申
し
込
む　
●
詳

し
く
は
、
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
２

６
８
）
２
５
６
９
へ

 

美
濃
菊
苗
の
無
料
配
布

 

歴
史
民
俗
資
料
館
・
映
画
資
料
館

ガイド
  月の

そ
の
他

4
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催

し

都市計画マスタープランを改定
　　市内全域および各地域の将来像を明確にするため、羽島市都市
計画マスタープランを改定しました。目標年次はおおむね 10 年
後の令和 12 年度としており、社会経済情勢や上位計画である羽
島市第六次総合計画等との整合を図るため、必要に応じて適宜見
直しを行います。

問い合わせ先　 都市計画課（内線 2133）

美濃竹鼻ふじまつり　開催中止

　羽島市観光協会は、新型コロナの拡大防止の
ため、美濃竹鼻ふじまつりの中止を決定しまし
た。フジの鑑賞はできますが、竹鼻別院境内お
よび御坊瀬戸広場での関連イベント、露店、飲
食ブース、夜間のライトアップは行いません。
問い合わせ先　市観光協会事務局
　　　　　　　☎（322）2303

募

集

　
在
宅
で
高
齢
者
等
を
介
護
し
て

い
る
市
内
の
家
族
に
対
し
て
、
そ

の
介
護
に
必
要
な
介
護
用
品
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者　
①
介
護
保
険
に
よ
る
要

介
護
４
・
５
の
認
定
を
受
け
た
人

②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
常
時
紙

お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
人
（
民

生
委
員
の
使
用
証
明
が
必
要
）

※
入
院
中
の
人
、
施
設
入
所
の
人

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

要
件　
前
年
度
の
市
民
税
所
得
割

課
税
額
が
６
万
円
未
満
の
世
帯

助
成
対
象
と
な
る
主
な
品
目　
紙

お
む
つ
、防
水
シ
ー
ト
、消
臭
剤
、

ゴ
ム
手
袋
、
寝
間
着
、
消
毒
液
等

助
成
額　
１
カ
月
当
た
り
１
８
０

０
円
（
月
数
分
の
助
成
券
を
４
月

と
10
月
に
交
付
。
助
成
券
の
使
用

は
、
市
内
の
介
護
用
品
購
入
助
成

事
業
協
力
店
に
限
り
ま
す
。）

　
高
齢
者
向
け
に
リ
フ
ォ
ー
ム
す

る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。　
　
　

対
象
工
事　
高
齢
者
の
日
常
生
活

の
利
便
を
図
る
た
め
、
手
す
り
の

取
り
付
け
、
段
差
の
解
消
な
ど
住

宅
の
設
備
・
構
造
を
改
善
す
る
工

事※
工
事
を
行
う
住
宅
に
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
居
住
し
て
お
り
、
令

和
５
年
３
月
中
旬
ま
で
に
工
事
完

了
届
を
提
出
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

助
成
額　
対
象
工
事
に
要
し
た
費

用
か
ら
他
の
制
度
に
よ
る
助
成
対

象
額
を
控
除
し
た
額
の
３
分
の
１

に
相
当
す
る
金
額（
上
限
５
万
円
）

申
し
込
み
方
法　
工
事
着
手
前
に

助
成
交
付
申
請
書
と
必
要
書
類

（
図
面
な
ど
）
を
添
付
し
て
提
出

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　
高

齢
福
祉
課
（
内
線
２
５
５
２
）

　

狂
犬
病
か
ら
命
を
守
る
た
め
、

飼
い
主
に
イ
ヌ
の
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。登
録
は
、生
後
91

日
以
上
の
全
て
の
イ
ヌ
が
対
象
で

す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
実

施
日
に
は
事
前
に
送
付
し
た
は
が

き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
死
亡
し
た
イ
ヌ
の
は
が
き
が
届

い
た
り
、
イ
ヌ
の
所
在
地
が
変

わ
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
生
活
環

境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
会
場
へ
は
イ
ヌ
の
状
態
が
分
か

る
人
、
イ
ヌ
を
押
さ
え
ら
れ
る
人

が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
会
場
で
の
ふ
ん
は
必
ず
飼
い
主

が
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

注
射
料
金
・
注
射
済
票
交
付
手
数

料　

１
匹
に
つ
き
３
２
０
０
円

（
新
規
登
録
の
場
合
は
別
途
３
０

０
０
円
が
必
要
）

※
転
入
者
は
、
前
住
所
地
で
の
鑑

札
ま
た
は
注
射
済
票
を
お
持
ち
の

上
、
必
ず
生
活
環
境
課
で
事
前
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

（
内
線
２
１
２
２
）

名鉄竹鼻線 名鉄竹鼻線 南宿駅南宿駅にに送迎車両転回場送迎車両転回場
　名鉄竹鼻線南宿駅の利用者の安全確保を目的に、送
迎車両転回場を整備しました。
　4 月 1 日から供用開始となりました。午前 5 時 30
分から翌午前 0 時 30 分まで利用できます。1 回当たり
概ね 20 分以内の利用とし、駐車はご遠慮ください。
問い合わせ先 生活安全課（内線 2152）
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ご
み
収
集　

連
休
期
間
も
通
常
通
り

　
連
休
期
間
中
の
ご
み
収
集
は
、
ご
み
収
集
カ

レ
ン
ダ
ー
の
と
お
り
で
す
。し
尿
汲
み
取
り
は
、

事
業
者
に
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先
環境事業課（内線 2192）

ごみ収集カレンダー

介
護
用
品
の
購
入
・

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
助
成

期日 場所 時間
5/9

（月） 図書館 13：10 ～ 13：40

5/10
（火）

足近コミュニティセンター 10：00 ～ 10：20

小熊コミュニティセンター 10：40 ～ 11：00

竹鼻コミュニティセンター 11：25 ～ 11：45

正木コミュニティセンター 13：10 ～ 13：50

5/11
（水）

下中コミュニティセンター 10：00 ～ 10：20

上中コミュニティセンター 10：40 ～ 11：00

新井公民館 11：20 ～ 11：40

江吉良コミュニティセンター 13：10 ～ 13：40

5/12
（木）

桑原コミュニティセンター 10：00 ～ 10：20

堀津コミュニティセンター 10：40 ～ 11：00

福寿コミュニティセンター 11：20 ～ 11：40

竹鼻南コミュニティセンター 13：10 ～ 13：50

イヌの登録とイヌの登録と

狂犬病予防注射狂犬病予防注射

予防接種日程

♨今月の羽島温泉の休館日　4 月 5 日 ( 火 )・15 日 ( 金 )・25 日 ( 月 )

 

国
際
交
流
協
会
の
催
し

 

図
書
館

 

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

ひ
と
り
親
家
庭
就
業
支
援

 

講
習
会
の
受
講
者
募
集

※ 3 月 16 日撮影



日時　6 月 25 日 (土)　 午前の部　午前 11 時 30 分～
   午後の部　午後 3 時～
入場料  S 指定席 5,600 円・A 指定席 4,100 円
　　　　（当日同額・税込・3 歳以上有料）
出演　間寛平、川畑泰史、西川のりお・上方よしお、笑い飯、
　　　COWCOW、パンクブーブー、とろサーモン、
　　　おかずクラブ（変更になる場合があります）
チケット発売日
一般発売日　午前の部　4 月 23 日（土）午前 9 時～
　　　　　　午後の部　4 月 24 日（日）午前 9 時～
※友の会会員の発売は午前の部4月16日（土）午前9時～、 
　午後の部 4 月 17 日（日）午前 9 時～
※発売初日は電話予約のみ。来館販売は各翌日午前 9 時～

日時　4 月 23 日（土）午後0 時 10 分～
出演　筝曲クラブゆう（筝＆アルパ演奏）

information+

●祝日は、全ての相談を休みます。
●相談は無料で、秘密は厳守します。
●予約については、事前にお問い合わせください。

相談ダイアリー 不二羽島文化センター

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎ (393)2231
ホームページアドレス　https://hashima-culture.jp/

問い合わせ先　市民総合相談室（内線 2532）

「はしマイスター」　独自にMV制作！

　広東もなさんは、羽島市出身のクリエイター・漫
画家です。美術短大を卒業後、東京で漫画やイラ
ストの制作をしていました。現在は活動拠点を羽
島市に移し、名古屋デザイナー学院の講師として
勤務する傍ら、幼稚園や福祉施設で絵画を教えて
います。市のシティセールス戦略事業で「はしマ
イスター」にも選ばれています。

　東京で「岐阜県羽島市の出身です」と伝える
と、「山がいっぱい」「授業でスキー」といった
反応が多かったそうです。そこで、もなさんは
「羽島市が平地であること」「東京へのアクセス
が良好」といった羽島の魅力をPRする曲を作詞・
作曲。クラウドファンディングでMV（ミュージッ
ク・ビデオ）の制作費を賄い、自身のYouTube
チャンネルで公開されています。

明宝ハムプレゼンツ
吉本新喜劇＆バラエティショー in 岐阜羽島
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休館日　4 月 5 日（火）・12 日（火）・19 日（火）・26 日（火）

種別 相談日 時間
行政相談 4 月 7 日、5 月休み 13：00~15：00

法律相談
（予約制） 4 月13 日・22 日 13：00~15：00

交通事故相談 毎週火曜日 10：00~16：00

年金・社会保険
労働相談（予約制） 5 月 2 日 13：00~16：00

心配ごと相談
（予約制） 4 月15 日、5 月 6 日 13：00~16：00

人権相談 4 月14 日 13：00~15：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00~15：00

登記・相続相談
（予約制） 4 月 6 日、5 月休み 13：00~16：00

不動産相談
（予約制） 4 月 20 日 13：00~16：00

建築設計相談
（予約制） 4 月 27 日 13：00~16：00

多重債務相談
（予約制） 4 月19 日 13：00~16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日 9：00~12：00
13：00~16：00

おみサポ・ぎふ
登録受付 毎週月～金曜日 10：00~16：00

ランチタイムコンサート

広東 もな さん

　クリエイター・漫画家
　「はしマイスター」

かんとん

もなさんが作詞・作曲　羽島の魅力を PR

は
し
ま

愛愛

市
長
の
コ
ラ
ム

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
、
人
口
減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
速
報
値

に
よ
れ
ば
、
２
０
２
１
年
の
国
内
死
亡
者
数

は
１
４
５
万
２
２
８
９
人
で
、
初
め
て
１
４

０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
21
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
変
異
型
デ
ル

タ
株
の
感
染
が
拡
大
。
20
年
の
5
倍
近
く
と

な
る
、
約
１
万
５
千
人
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の

犠
牲
者
の
方
も
、
1
万
5
千
人
余
り
で
し
た

が
、
21
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
死

亡
者
も
増
加
し
て
お
り
、
戦
後
最
大
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ
る
、
21
年
1
月

か
ら
9
月
ま
で
の
死
因
別
デ
ー
タ
で
は
、
心

臓
等
の
循
環
器
系
疾
患
の
死
亡
が
、
20
年
同

期
よ
り
も
約
1
万
人
増
加
。
特
に
、
心
不
全

に
よ
る
死
因
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
外

出
抑
制
に
よ
る
運
動
不
足
が
影
響
し
た
の
で

は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
り
、
自
宅

に
引
き
こ
も
る
自
粛
生
活
が
長
期
化
。
高
齢

者
の
方
々
が
心
身
の
機
能
低
下
を
招
き
、
フ

レ
イ
ル
（
虚
弱
）
に
陥
っ
た
と
い
う
調
査
結

果
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
２
０
１
４
年
に
日
本
老

年
医
学
会
が
提
唱
。
加
齢
に
伴
い
、
心
身
の

機
能
が
衰
え
て
い
く
老
い
の
過
程
で
、
要
介

護
や
寝
た
き
り
と
な
る
手
前
の
状
態
を
い
い

ま
す
。
高
齢
者
の
方
が
、
活
動
量
の
低
下
に

よ
っ
て
筋
肉
量
が
落
ち
る
身
体
的
な
衰
え
だ

け
で
な
く
、
認
知
機
能
障
害
や
う
つ
等
の
精

神
的
・
心
理
的
問
題
。
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
と
な
る
独
居
や
、
生
活
面
に
お

け
る
困
窮
等
の
社
会
的
問
題
を
含
む
概
念
で

す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
初
期
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

身
体
的
衰
え
を
は
じ
め
、
精
神
的
・
心
理
的

問
題
、
社
会
的
問
題
等
の
フ
レ
イ
ル
３
要
素

の
全
て
が
、
コ
ロ
ナ
以
前
と
比
べ
て
機
能
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　
筋
肉
量
は
通
常
、
40
歳
前
後
か
ら
落
ち
て

い
き
ま
す
。
仮
に
1
週
間
入
院
し
、
ベ
ッ
ド

生
活
を
し
て
い
る
と
、
5
～
7
年
分
の
筋
肉

を
失
う
と
い
わ
れ
ま
す
。
短
期
間
で
筋
肉
が

落
ち
た
場
合
に
は
、
足
腰
が
弱
っ
て
歩
き
づ

ら
く
な
っ
た
り
、
つ
ま
ず
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
筋
肉
量
が
低
下
す
る
と
、
免
疫
力
も
下

が
る
と
い
う
研
究
デ
ー
タ
も
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
、
①
た
ん
ぱ
く
質
を

中
心
と
し
た
栄
養
を
摂
る
。②
運
動
を
し
て
、

身
体
活
動
量
を
増
や
す
。
③
人
と
の
交
流
に

よ
っ
て
、
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
保
つ

等
が
有
効
で
す
。
さ
ら
に
、
①
か
ら
③
ま
で

を
併
せ
て
行
う
こ
と
で
、
予
防
効
果
が
上
が

り
ま
す
。
食
事
と
運
動
の
セ
ッ
ト
。
散
歩
を

家
族
や
友
人
と
す
る
等
が
効
果
的
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
行
動
す
る
場
合
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
洗
い
等
を
怠
り
な
く
行
い
、
体

調
チ
ェ
ッ
ク
に
も
注
意
を
払
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

第
91
回

羽
島
市
長　
松
井　

聡

「
フ
レ
イ
ル
予
防
を
心
が
け
て
」



期日 医療機関 ( 医科・歯科 )

4 月 3 日
(日)

いわたクリニック（正木町）
☎（394）3017

花村歯科医院（福寿町）
☎（392）0554

4 月 10 日
(日)

大島内科クリニック（竹鼻町）
☎（391）0707

はま歯科医院（正木町）
☎（394）4662

4 月 17 日
(日)

小川医院（下中町）
☎（398）3211

広瀬歯科医院（正木町）
☎（391）5694

4 月 24 日
(日)

小田内科（足近町）
☎（392）1225

札場歯科医院（正木町）
☎（392）8868

4 月 29 日
( 金 )

加地内科（足近町）
☎（392）6688

ほっつ歯科医院（堀津町）
☎（398）5272

5 月 1 日
(日)

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

正木伊藤歯科（正木町）
☎（391）3112

5 月 3 日
( 火 )

かわむら内科胃腸科（舟橋町）
☎（392）2281

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

5 月 4 日
( 水 )

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

わたなべ歯科クリニック（竹鼻町）
☎（393）1184

5 月 5 日
( 木 )

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

父：藏　尚史さん　母：恭子さん　〔足近町〕

（
１
歳
10
カ
月
）

応募はコチラ 父：尾藤志信さん　母：莞奈さん　〔上中町〕

（
１
歳
０
カ
月
）

４月 保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線 5305・5306）

診療時間
午前9時～午後2時

行事名【対象者】 期日等 時間

乳幼児相談
【乳幼児】 4 月 7 日( 木 )・20 日( 水 ) 9：00 ～ 11：30

（受付）

離乳食教室（初期）
【5 カ月前後の児】 4 月 13 日( 水 ) 9：45 ～ 10：00

（受付）

はみがき教室と
フッ化物塗布

【元年 10 月・2 年 4 月生まれ】
4 月 28 日( 木 ) 9：50 ～ 11：05

（受付）

健康相談 随時 8：30 ～ 17：15

精神保健（こころ）の相談 4 月 19 日( 火 ) 13：30 ～ 15：30

胃がん検診
（医療機関委託）

【50 歳以上】

令和 5 年 2 月 28 日(火)
まで

実施医療機関の診療
時間内です。

実施医療機関はホー
ムページで確認また
は保健センターへお
問い合わせください。

大腸がん検診
（医療機関委託）

【40 歳以上】

子宮頸がん・体がん検診
（医療機関委託）

【20 歳以上の女性】

※会場は特に指定がない限り、市保健センターです。
※事前予約制です。お電話でお申し込みください。
※市内に住民票がある人が対象です。
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※ 各がん検診は年度で1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、

検診を受ける前に保健センターに連絡してください。

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診
　してください。

母子健康手帳の交付 妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間 40 分）　交付場所・予約先　保健センター（内線 5305・5306）

■人口 66,975 人（－ 483）・男 33,020 人・女 33,955 人
■世帯数 27,125 世帯（＋ 103） 令和 4 年 3 月 1 日現在
※（　）は前年同月との比較

羽島市の最新情報
SNS でチェック！ F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook T

ツ イ ッ タ ー
witter I

イ ン ス タ グ ラ ム
nstagram
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